
医療機関変革の統合DX支援サービス
「Hospital Managed Service」のご紹介

デロイト トーマツ コンサルティング 合同会社

第5回 InterSystems 医療 x IT セミナー
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自己紹介

本日の講演者をご紹介いたします

北原 雄高

デロイト トーマツ コンサルティング合同会社
Life Science & Healthcare Unit
ディレクター

 ヘルスケア特化のコンサルティングファーム

• 医療機関の再生、資金調達支援、統廃合

• ヘルスケア領域のM&A支援

 ロンドン在中

• NHS Hospitalの改革

 ヘルステック企業

• ソリューションデザインの責任者

 2022年デロイトに参画

• 医療のデジタルトランスフォーメーションを中心とした

プロジェクトをリード

• 今回のHospital Managed Serviceの事業構想をリード
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自己紹介

本日の講演者をご紹介いたします

宮越 弘樹

デロイト トーマツ コンサルティング合同会社
Engineering Unit
シニア マネジャー

＜プロフィール＞

日系大手SIerを経て現職。多様な業界の顧客に対し、DX化構想、
システム企画から、アーキテクチャ設計、導入までを多数実施。特に、
API技術や・API活用によるビジネス変革や、システム連携・統合の分
野に強みを持つ。

テクノロジーコンサルティング業務への従事に加え、システム開発プロ
ジェクトのデリバリにも従事しており、今回開発したHospitalLakeでは、
開発PMとアーキテクトを務めている。
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デロイトトーマツグループ

未来を創るビジネスを、全世界150カ国に45万人を超えるエキスパートと

Deloitte Worldwide
456,826 people

/ 150+ countries*2

Deloitte Asia Pacific
98,648 people / 31 countries and region*2

デロイトトーマツグループ（国内）

20,000 人 / 30 都市*2

デロイトトーマツコンサルティング

5,111人*1

Consulting
Financial
Advisory

Audit & 
Assurance

Risk
Advisory

Tax &
Legal

*1：2024年5月31日現在
*2：2023年5月31日現在

ヘルスケア＆ライフサイエンス：約800名

医療戦略、診療情報管理士、臨床職（医師、看護師）、医療情報技師、クラウド専門家、AI専門家・・・
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デロイトが本サービスを開始した背景

医療機関、医療業界の変革を伴に実行することができないかという想いから、

本サービスの構想が始まりました

Know What

Know How

Know Who

何をすべきかを知っている

実現する術を知っている

実現に必要な人を知っている

コンサルティングファームに求められる価値の変化

医療機関の成功にコミットするために、

“サービス”、“テクノロジー”、“エコシステム”を融合する

ことはできないだろうか・・・・

インターシステムズ様との出会い

医療機関の変革を伴に実行する
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Hospital Managed Serviceを通じて当社が提供する価値

Hospital Managed Serviceを通じて、ITを活用した変革の実現・運用まで伴走します

サービス×テクノロジーの融合によって、従来のコンサルティングファームでは難しかった「実現・運用」まで伴走

 テクノロジー導入ではなく、病院主導の変革プロジェクトの推進

システム間連携、情報連携・統合を実現するプラットフォーム「HospitalLake」 によって、
迅速、かつ柔軟なソリューション実装を支援し、医療機関のワークフロー変革を実行

 「HospitalLake」を軸に、様々なソリューションプロバイダー様とのテクノロジーエコシステムを構築



© 2024. For information, contact Deloitte Tohmatsu Group.7

本日のアジェンダ

１．医療業界に求められる変革

２．デロイト トーマツのご提案するアプローチ

３．HospitalLakeご紹介

４．今後に向けて
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1．医療業界に求められる変革
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医療機関に求められる変革の方向性：Quadruple aims

持続性ある医療のために、医療機関は難しい経営の舵取りが求められています

経営の安定と

イノベーション投資の確保

利便性、透明性、主体性

への要求の高まり

人材の獲得・リテンションが

競争力の源泉

医療の質と安全

患者体験運営の効率性

職員体験デジタルを最大限に活用し

4つのアウトカムを追求

テクノロジーの進歩
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弊社が考える医療におけるデジタルトランスフォーメーション

医療DXが目指す効果の一つは“時間創出”であり、ワークフロー改革が必要とされます

求めるタイミングで

求められる医療を

受ける

医療DX ＝ 時間創出 ＝ ワークフロー変革

ワークフローの再構築

余白時間の捻出

患者さん 医療従事者 経営

生産性の向上

投資余力の引き上げロイヤリティ向上（集患） 研究

誰もが共感する価値観

医療の質と安全 患者体験 運営の効率性職員体験
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ワークフロー変革

患者の価値に着目し、複数部門を跨ってワークフローを再構成する必要があります

患者

医師

外来看護師 受付職員

技師

薬剤師 会計職員

病棟看護師 地連・MSW

× ×

×

×

×

×

×
×

各部署の業務はブラックボックス化

価値を

提供する業務

必要であるが

価値を提供しない業務

業務の大半は患者が価値を感じない業務で構成されている

*価値＝顧客が喜んでお金を払ってもいいと思う業務

現行の業務

DXによって目指す
ワークフローの改革

部門を跨る業務に多く存在
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心不全のペイシェントフローにみる統合されたワークフローの必要性

病院内だけではなく、患者のセルフケア×医療・介護従事者の介入、遠隔×対面が統合され
たワークフロー構築が必要とされています

身体介護

生活支援

患者

医療従事者
医師・看護師等

その他支援者
介護士等

他疾患の治療

訪問診療によ

る緩和ケア等

自覚症状の

出現

(急性心不全)

入院等の治療
退院準備

(アドヒアランス)
セルフケア 定期通院

治療

抵抗期

無症

状期
慢性安定期↔急性増悪期初回症状発現・診断 治療

セルフケア

診断・

治療の

繰り返し

受診・検査 急性増悪 受診・検査

検査・診断
①心電図，胸部

Ｘ線を用いて検査

②血中BNP/ NT-

proBNP値の測定

③心エコー図検査、

CT、MRI、核医学
検査

薬の処方等

治療

退院支援
(心不全手帳等を
用いたセルフケア・

服薬の指導等)

検査・診断、

治療方針の

調整

検査・診断

定期通院では急性

増悪の予兆を十分

に察知することができ

ない

自覚症状が少なく、

症状だけでは病状の

進行に気づかない

非専門医による

診断の難しさ

ステージA/B ステージC/D
病状の進行に気づかないた

め、セルフケアのモチベーショ

ンを維持することが困難

頻繁に変化する患者状態や

患者状態のタイムリーな共有

が難しい
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「加速化」する世界

加速度的に進化するテクノロジーを迅速かつ柔軟に取り入れる対応力が求められています

出所：『OurWorldInData』等の二次情報を基にDTC作成
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米国の製品ライフサイクル（世帯普及率）の変化

過去のトレンド 現在のトレンド

先端技術は長い年月をかけて浸透
技術は急速に浸透

…そして陳腐化

電力

自動車

ラジオ
洗濯機

自動車

変速装置

パワー

ステアリング

エアコン

カラーTV

港湾インフラ

ディスク

ブレーキ

ケーブルTV

電子

着火

即決グロス決済

マイクロ

コンピュータ

窒素化合物

汚染管理

携帯電話

インター

ネット

ポッド

キャスト

タブレット

スマートフォン

クリティカルマス

ラジアル

タイア

SNS

（％）

投影のみとさせていただきます
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生成AIの活用領域（デロイトグローバルによる提供・開発状況）

医療分野においても生成AIの活用が急速に広がっていますが、医療機関にとって価値あるもの
とするためには、これらの技術を複合的にワークフローに統合することが求められます

治療予防 紹介 スケジューリング 初療 成果 フォローアップ

プロバイダのインバスケット
優先順位付け

◼提供者のバスケット内メッセージのた
めのLLM：
(1) トリアージ/委任ルーチン
(2) 臨床メッセージの要約
(3) 提供者の入力/応答返信案

不服申立書の生成
◼ 患者の病歴、保険会社の方

針、州のガイドラインに基づい
て、却下要請書を作成

人員最適化

スケジューリング
◼ 患者の需要予測、各チームに

必要な労働力の推定、チーム

境界の最適化をサポートする
AIモデル

EDキオスク (EDQ)
◼ 救急外来のための仮想患者

スクリーニング、取り込み、お
よび待ち行列作成

退院サマリー
◼ 患者の健康記録データを用

いた退院要約への関連医療
情報の統合

個別最適化された

仮想フォローアップ
◼ フォローアップが必要な患者を

特定し、患者に送信するため

のパーソナライズされたテキスト
メッセージ/音声録音を作成

医療画像

（例：放射線科）
◼ 多様な医用画像を処理・解

析できるビジュアルQ&Aソ
リューション

健康教育
◼ 公衆衛生研究、医学研究、

政府のガイドライン、公教育

のための一般的な健康トピッ
クを要約する(例えば、予防
接種)

事前承認
◼ EHRおよび支払者ガイドライン

からの患者および治療情報を

使用して、保険事前承認
フォームを自動生成

自動再検査

スケジューリング
◼ スクリーニングプロトコル/医療

提供者の推奨に基づく画像
検査/検査のためのEHRノート
に基づくフォローアップ予約

AIによるトリアージ
◼ テキストを生成し、患者との

会話、フォーム、EHR病歴を
要約して視力レベルを割り当
てる

慢性疾患管理 リモート患者モニタリング 
(D.Health)

◼ 家庭用デバイスで取得した

データを使用して、継続的な

ケアとウェルネスのための在宅
会話型AI

チャージコーディング最適
化

◼ 適切な料金コードをリアルタイ

ムで自動的に割り当て、手動
コーダーを強化

ケアプラン作成
◼ さまざまな情報源(EMR、画

像など)からの医療情報を使
用して、介護者のためのケア

プランを作成

個別最適化

患者リマインダー
◼ EHRノートから患者の病歴を

使用して予約のためのアウト

リーチメッセージを生成し、タイ
ミングとロジスティックスを確認

EHR病歴要約
◼ 患者の健康記録データを用

いた関連する医療情報の要
約(例えば、退院サマリー)への
統合

健康教育
◼ 電子照会システムを改善し、

患者の健康情報と診断に基

づいて自動的に照会を生成

する。緊急度と重症度に基
づくトリアージ

AIスクラブ
◼ 自動収集と情報の文書化

(例：患者の診察記録)

利用可能なPOC 開発済みのアセット 開発中のPOC 戦略的パートナーシップの可能性デロイトグローバルによる提供・開発状況：
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財務的課題

変革の実行には組織全体の財務戦略の再考や、IT投資効果の向上が必要になります

日本の医療機関（500床以上）1.9%
データソース：IT 時代における病院の取り組みに関するアンケート調査 中間報告（日本病院会）

*500床以上の119病院の平均で5年総額のIT投資費用の平準化金額の医業収益比率

5.0% Globalの先進病院例

データソース：Kaiser Permanente公表資料

6.6% 国内金融業

データソース：企業IT動向調査報告書2022（日本情報システム・ユーザー協会）

*当該年度に支出予定の金額（キャッシュベース）を基本とし、

償却費などの金銭的な支出を伴わない費用は除外した予算の売上比

Return

on

Investment

✓ ワークフロー変革

✓ 1次利用と2次利用の循環

✓ 迅速

✓ 柔軟

✓ 省力

✓ スケーラビリティ

＋

年間IT投資額の対売上比率 IT導入効果の最適化

投資のリバランスも必要
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２．デロイト トーマツのご提案するアプローチ
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変革の難しさ

従来のコンサルティングファームの域を超えて業界の変革にコミットする必要性を感じています

医療機関

ソリューション

コンサルティング

ファーム

全体変革を起こすためのリソース不足

• CIO不在によってIT戦略が作れない

• 財務戦略とIT投資の分断

• 部門や職種を跨るガバナンスの不在

• 業務プロセス変革やチェンジマネジメントの専門家の不在

ソリューションの変化と多様化

• テクノロジーの見極めが難しい

• 複数のソリューションを統合するプレイヤーの必要性

• ブラックボックス化

プランニングと実現の乖離

• 構想やプランニングは行うが実現手段を持たない
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Hospital Managed Serviceは、コンサルティングサービスと「HospitalLake」が統合された医

療機関の変革を総合支援するサービスです

医療の質と安全

患者体験運営の効率性

職員体験

HOSPITAL MANAGED SERVICE

医療情報システム 電子カルテ 部門システム 医療機器 IoT機器

IT A
SSET

アプリケーション

プラットフォーム

A
D

V
ISO

R
Y 運用

戦略・経営資源

×

HospitalLake クラウド情報統合基盤

PHR/患者サポート
7

ベッドコントロール
8

診療意思決定支援
9

ワークフロー再構築
4

データマネジメント
5

サイバーセキュリティ
6

医療DX構想策定
1

CIO/CISO育成・支援
2

財務・資金調達計画
3

10
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Hospital Managed Serviceによる変革のイメージ（１／２）

デロイト トーマツは医療機関のパートナーとして、
ビジョンとゴールを共有しながら、注力テーマを絞り込み、段階的に取り組んでいます

1次利用：ワークフロー改革

医療提供

モデルの転換

遠隔医療

多職種連携

CDS

患者体験の

創造

待ち時間の削減

患者参加型医療

業務の効率化

文章作成効率化

病床管理

院内物流

情報の1.5次・2次利用

経営管理の

強化

臨床・財務統合

教育

情報の教育活用

遠隔教育

研究

情報標準化
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Hospital Managed Serviceによる変革のイメージ（２／２）

理想のワークフローをデザインし、実現に向けたITグランドデザイン、
ソリューション選定導入、運用までを一貫してご支援しています

新しい

ワークフローの

デザイン

予約・受付 問診・診察 検査 入院調整 入院 会計

• 受付事務の

効率化

• 診察待ち時間

削減

• 紙の削減

• 効率的な

コミュニケーション

• 検査待ち時間

削減

• 検査内容・結果

の患者理解促進

• 入院計画の

患者理解促進

• 確実な入院準備

• 入院待ちの削減

• 専門職間が連携

した質の高いケア

• 患者の疾患理解

の促進

• 会計事務作業の

効率化

• 会計待ち時間の

削減

ITグランド
デザイン

×

ソリューション
選定・導入

×

運用
電子カルテ 部門システム 医療機器 IoT機器

プラットフォーム
（API連携統合/マネジメント ・ データ連携統合/マネジメント ・ 認証認可 ・ AI ・ セキュリティ）

新しいワークフローを実現する様々なソリューション
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医療DXにおけるアプローチ

一見遠回りに見えても、問題の定義に解決策のデザインが続くという順序を間違えないことが
変革の成否を左右します

対象選定 目標設定
現状

観察
問題定義

あるべき

姿
解決策アイ

ディエーション

変革対象の選定 問題点の共通理解醸成 解決策のアイディエーション

実装

フェーズ
•対象ワークフローの選定

•ゴール設定（定性・定量）

•チームの組成

•現状プロセスの観察、描写

•問題の定義と共通理解の醸成

•解決すべき問題の優先順位

•問題解決のアイデア出し

•解決策のグランドデザイン
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多職種によるワークショップ

問題の共通理解やプロジェクト参画意識を醸成する上で、

多職種参加型で五感を駆使してバリューチェーンを可視化するメリットは大きい

• 患者の流れを中心に、業務、情報の流れを可視化

• 問題の共通理解の醸成

• 参画意識の醸成
患者の流れを中心とした医療提供のバリューチェーン

Illustrated
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３．HospitalLakeご紹介
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HospitalLake開発の背景（１／２）

ワークフロー変革のためには様々なソリューションが必要となります。一方で、病院情報システム
との連携・統合が障壁になり、導入コスト上昇や導入効果が限定的になる場合があります

電子カルテ 部門システム 部門システム

診療予約

アプリ

WEB問診
アプリ

オンライン

決済アプリ

経営分析

アプリ
分析ツール

✓ 病院情報システムとの連携・統合の難しさによる、

ソリューション導入期間の長期化 ・ 導入コスト上昇

✓ 十分に統合されていないソリューションの乱立

→使い勝手の低下→ワークフロー煩雑化・・・

ユーザーが複数のソリューションを

使い分け、データを二重入力

病院情報システムとの連携が複雑化

機能の重複・データの断片化が発生

ワークフロー変革への取り組みにおいて

発生し得る課題

✓ データの断片化によりデータ利活用が困難

→変革の効果分析が行われず改善が進まない

データ利活用・

分析が困難
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HospitalLake開発の背景（２／２）

デロイトトーマツでは、これまでの経験を通して、継続的な変革の実現のためには、

プラットフォームを中心としたアーキテクチャが必要との結論に至り、HospitalLakeを開発しました

HospitalLake（プラットフォーム）が果たす役割

役割②: データの連携・統合

✓ 医療機関におけるデータ利活用の促進

✓ データ分析の高度化・迅速化による改善強化

✓ AI活用の促進

役割①: 病院情報システム・ソリューションの連携・統合

✓ ソリューションの容易かつ効果的な導入

✓ ワークフローに沿って統合されたソリューション

✓ ソリューションの入れ替え・変更を省力化・迅速化
診療予約

アプリ

WEB問診
アプリ

オンライン

決済アプリ

経営分析

アプリ

AI活用
アプリ

ワークフローに沿って統合された

ソリューション

データ分析の高度化

AI活用の促進

電子カルテ 部門システム 部門システム

HospitalLake
（システム連携・統合 + データ連携・統合）
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HospitalLakeの機能概要

HospitalLakeは、①API連携基盤、②統合データ基盤、③管理機能で構成されます

ワークフロー変革ソリューション

電子カルテ 部門システム IoT機器

統合データ基盤

統合

データベース

API連携基盤

API ゲートウェイ

FHIR API

共通API

管理機能

運用管理

API管理

認証認可

データ管理

システム連携・統合機能

ソリューション

A
ソリューション

B
・・・

分析ソリューション

QI分析 運営分析

データ収集・変換機能

HospitalLake クラウド情報統合基盤

①API連携基盤

✓ 病院情報システム・ソリューションを
リアルタイムに連携・統合

1 2 3 ②統合データ基盤

✓ 様々なデータを収集し、正規化さ
れたデータモデルで蓄積

③管理機能

✓ 継続的な変革・改善に必要な

APIやデータの管理機能を提供
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HospitalLakeのご利用イメージ①

HospitalLakeはクラウドサービスとして提供し、導入と導入後の管理はデロイト トーマツが実施
します。医療機関様はソリューションの利用とワークフロー変革に注力することが可能です

デロイト トーマツ クラウド環境

HospitalLake

医療機関様

電子カルテ 部門システム

他管理システムIoT機器

病院情報システム / 
データ

デロイト トーマツ
プラットフォーム

管理チーム

管
理

管理

機能

各ソリューション

統合

データベース

プライベート

ネットワーク

接続

API連携機能

ソリューション
利用

システム連携
データ連携
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HospitalLakeのご利用イメージ②

HospitalLakeを経由して、他のヘルステック企業様が提供するソリューションも利用可能と
なります

HospitalLake

医療機関様

電子カルテ 部門システム

他管理システムIoT機器

病院情報システム / 
データ

API連携
・統合

データ連携

・統合

ソリューション
利用

システム連携
データ連携

システム連携
データ連携

診療予約サービス

オンライン決済サービス

PHR管理サービス

コマンドセンター/ベッドコントロール

診療意思決定支援システム

・・・

他社ソリューション
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HospitalLakeのご利用イメージ③

HospitalLake上で医療機関様が開発したソリューションを稼働させることが可能です
医療機関様のノウハウ ・ ナレッジを蓄積し永続化することが可能です

デロイト トーマツ クラウド

HospitalLake

医療機関様

電子カルテ 部門システム

他管理システムIoT機器

病院情報システム / 
データ プライベート

ネットワーク

接続

管理

機能
統合

データベース
API連携機能

システム連携
データ連携

デロイト トーマツ開発
ソリューション

医療機関様開発

ソリューションソリューション
開発・デプロイ

従来は、医療機関のノウハウ・ナ

レッジを実装する手段はパッケー
ジの改修のみ

パッケージのバージョンアップや

変更、提供終了により、

医療機関のノウハウ・ナレッジが
失われてしまうリスクがある

HospitalLakeは、医療機関様で
開発したソリューションを稼働・

管理する仕組みを提供し、ノウ
ハウ・ナレッジの永続化を実現
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４．今後に向けて
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今後に向けて

医療機関様、ソリューションプロバイダー様（ベンダー様）と協働して変革にチャレンジして参り
たいと考えています

① 変革に共に取り組ませていただける医療機関様を募集しております

✓ 病院情報システムの更改のタイミング等で、医療DXにチャレンジされるお考えをお持ちでしたら
是非お声がけをいただければと思います

② ソリューション提供企業様との協業を推進して行きます

✓ HospitalLakeとソリューションの接続や、サービス利用手続き、保守サポートの事前整理に取り組み、
医療機関様へのソリューション導入の効率化・低コスト化を目指していきます

③ Hospital Managed Service / HospitalLake / ソリューションの拡充

✓ AIを活用したソリューションの拡充、APIや利用可能データの拡充を進めております
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